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第 1 章では，新たに考案した BS生産菌の効率良いスクリーニング系を用いて油田土壌から強力な BS 生産菌が3株
分離されている。これらが生産する BS を精製した後，その化学構造を決定している。その結果， Arthrobacter sp. 
MIS38 が生産する BS は新規物質であったためこれをアルスロファクチンと命名している。





第 3章では， BS 生産菌の形質転換系を構築した上で BS 生産に関わる遺伝子の解析を行っている。先ずサーファク
チン生産に必須の制御遺伝子として psf- 1 及び comP'-co恥4' をクローニングし，その塩基配列の解析結果からサー
ファクチン生産制御系について考察している。
第 4章では，細菌の嫌気条件下における石油分解能力を示している。先ず油田土壌から新規細菌 Pseudomonω
αnaerooleophila HD -1 を分離し，嫌気条件下で培養することにより脂肪族および芳香族炭素水素を資化することを示
している。
第 5章では，典型的な飽和脂肪族炭化水素であるテトラデカンの嫌気的代謝中間体として不飽和炭化水素 1 ードデセ
ンが同定されている。一方， COz を単一炭素源 (Hz存在下)として生育した HD-1株細胞から疎水性画分を抽出し，
その構造解析を行い石油成分である脂肪族炭化水素(テトラデカン，ヘキサデカン，エイコサジエンなど)が含まれて
いることを確認している。すなわち，石油分解菌 HD -1 株は石油を生成する能力も有していることを発見している。
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(2) 新たに分離した Arthrobacter 属 MIS38 株(アルスロファクチン生産菌)に対してその近縁属が保持するプラス
ミドを応用することにより新規宿主ーベクタ一系の構築に成功している。一方，サーファクチン生産菌 (A-l 株，




が，本論文では，嫌気条件下で脂肪族および芳香族炭化水素の両方を分解する細菌 (HD -1 株)を新たに分離し
ている。また，その代謝中間体の取得および構造決定を通して嫌気的分解経路が実在することを証明し，その存在
意義について考察している。
(4) CO2 を単一炭素源として生育した HD -1 株の細胞組成を分析した結果，テトラデカン，ヘキサデカン，エイコサ
ジエンなと
素物質循環系を担つていることについて議論している。
以上のように，本論文は新規バイオサーファクタントの構造決定，構造一活性相関，生産菌の遺伝子工学的解析，さら
に嫌気条件下で、の炭化水素分解菌の取得と代謝経路(分解と生成)の検討にいたるまで、広範囲かつ意義深い結果を得
ており，醗酵工学の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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